
鉄幹晶子全集全40巻
［本文篇全31巻+全歌集五句索引篇+別巻全8巻］

［編］逸見久美ほか

勉誠出版

近代日本文学史上、永遠に名をとどめた与謝野鉄幹、晶子の全作品を網羅。
詩・短歌・評論・古典現代語訳などふたりの文業と生涯のすべてがわかる。
公共図書館、研究機関に必須の全集。

日本初の夫婦全集、本文篇、各句索引、別巻、
2021年5月完結！

COMPLETE WORKS 
OF TEKKAN AKIKO

初
の
鉄
幹
全
集
に
し
て
、晶
子
全
集
の
決
定
版電子版



二
〇
年
か
け
て
来
た『
鉄
幹
晶
子
全
集
』

逸
見
久
美

　「
与
謝
野
研
究
」に
於
い
て
一
回
目
の
全
集
は
講
談
社
版
の『
与
謝
野
晶
子
全
集
』

二
〇
巻（
昭
五
四
・
一
一
〜
五
六
・
四
）、二
回
目
が
こ
の『
鉄
幹
晶
子
全
集
』四
〇
巻

（
平
一
三
〜
令
三
）で
あ
っ
た
。「
鉄
幹
な
く
し
て
完
璧
な
晶
子
は
書
け
な
い
」と
い
う

思
い
か
ら「
全
集
」着
手
時
に「
二
人
の
全
集
」を
提
案
し
た
が
、残
念
な
が
ら
形
に
な

ら
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。そ
の
頃「
与
謝
野
寛
全
集
」刊
行
を
夢
見
な
が
ら
新
資
料
探
索

は
続
け
、大
分
集
ま
っ
て
き
た
の
で
色
々
の
書
肆
に「
与
謝
野
寛
全
集
」を
依
頼
し
た

が
、応
ず
る
気
配
な
く
、「
自
費
出
版
な
ら
ば
」と
い
う
書
肆
も
い
た
。そ
の
後
は
、二
人

の
歌
集（
詩
）の
全
釈
を
し
た
り
、書
簡
探
し
の
全
国
巡
り
や
再
度
の
二
人
の「
評
伝
」

執
筆
な
ど
に
も
力
を
注
い
だ
。

　
年
経
て
平
成
一
二
年
の
秋
、勉
誠
出
版
に
伺
っ
た
。そ
の
時
に
池
嶋
社
長
の
方
か
ら

　「
折
角
な
さ
る
の
な
ら『
鉄
幹
晶
子
全
集
』は
ど
う
で
す
か
」

と
い
う
お
言
葉
を
頂
き
、さ
ら
に
ま
た「
思
う
よ
う
に
自
由
に
や
っ
て
下
さ
い
」と
い
う

お
言
葉
も
頂
い
て
、嘗
て
の
熱
願
は
蘇
り
、二
人
の「
評
伝
」執
筆
の
た
め
に
収
集
し
て

き
た「
与
謝
野
資
料
」の
寛
の
黒
、晶
子
の
赤
の
フ
ァ
イ
ル
を
整
理
し
直
し
て
そ
れ
ら
全

部
を
勉
誠
出
版
へ
送
っ
た
。早
速「
全
集
」の
作
業
は
永
岡
健
右
・
市
川
千
尋
・
田
口
佳

子
・
今
野
寿
美
の
諸
氏
方
の
編
集
と
五
名
の
協
力
に
よ
っ
て
出
発
。こ
の「
全
集
」四
五

巻
は
明
治
篇
は
一
篇
〜
八
篇
、大
正
篇
は
九
篇
〜
二
三
篇
、昭
和
篇
は
二
四
篇
〜
四

五
篇
、そ
の
中
の
本
文
篇
一
〜
三
四
、拾
遺
篇
三
五
〜
四
三
、補
遺
篇
四
四
、索
引
篇

四
五
で
作
業
は
進
ん
で
い
た
。

　
こ
の「
全
集
」は『
み
だ
れ
髪
』刊
行（
一
九
〇
一
）か
ら
百
年
経
た
平
成
一
三
年（
二

〇
〇
一
）か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
わ
け
だ
が
、出
版
着
手
時
の
予
定
と
は
異
な
り
、本

鉄
幹
晶
子
全
集 文

篇
は
三
一
巻（
三
二
巻
は「
全
歌
集
五
句
索
引
篇
」）、拾
遺
篇
は
別
巻
八
巻
に
縮
小

と
な
っ
た
。そ
の
別
巻
の
一
は
詩
、二
は
短
歌
、三
・四
は
散
文
、五
・六
は
補
遺
一
・二
、

別
巻
七
は「
三
二
巻
　
全
歌
集
五
句
索
引
」同
様
の
五
句
索
引
、別
巻
八
は「
年
譜
・
書

誌
・
参
考
文
献
」で
全
四
〇
巻
と
な
っ
た
。

　
九
年
経
て「『
本
文
篇
』全
三
一
巻
完
結
」の
記
事
が「
週
刊
読
書
人
」（
平
二
二
・
一

一
・
一
九
）に
掲
載
、そ
の
見
出
し
に「
世
界
に
も
な
い
と
思
わ
れ
る
夫
婦
の
全
集
　
原

本
の
ま
ま
年
代
順
に
編
む
こ
と
で
二
人
の
文
学
上
の
足
跡
を
辿
る
」と
あ
り
、早
稲
田

大
学
教
授
の
宗
像
和
重
氏
の「
近
年
個
人
全
集
出
版
の
金
字
塔
」・「
鉄
幹
と
晶
子
と

の『
日
本
初
の
夫
婦
全
集
』」・「
従
来
の
全
集
編
纂
の
常
識
を
覆
す
画
期
的
な
編
集
」

と
い
う
有
り
難
い
お
言
葉
の
数
々
も
頂
い
た
。

　
編
集
作
業
が
進
む
に
つ
れ
、拾
遺
篇
の
短
歌
は
予
想
外
の
増
加
で
一
冊
の
予
定

だ
っ
た
別
巻
二
が
明
治
期
一
冊
、大
正
期
上
・
下
二
冊
、昭
和
期
上
・
中
・
下
三
冊
の
六

冊
に
な
っ
た
。こ
れ
で
別
巻
の
残
り
は
二
冊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。そ
こ
で
四
〇
巻
完
結

の
た
め
に「
散
文
」二
巻（
二
冊
）の
刊
行
を
中
止
し
て「
書
誌
・
年
譜
」に
当
て
た
。真
に

ま
こ
と
に
遺
憾
な
が
ら
拾
遺
篇
の「
散
文
抜
き
」の「
全
集
」四
〇
巻
完
結
と
な
る
。こ

の
よ
う
な
完
結
間
際
の
難
事
的
不
運
は
無
念
の
限
り
だ
が
、今
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
最

悪
時
の
不
穏
の
世
、凡
て
が
不
況
の
た
め
如
何
と
も
し
難
い
。だ
が
本
全
集
が
今
後
の

鉄
幹
晶
子
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

　
最
後
に
勉
誠
出
版
の
方
々
、編
集
に
尽
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
心
よ
り
の
深
謝
の

思
い
で
一
杯
で
あ
る
。

巻
40
全



』
集
全
幹
鉄
野
謝
与
『の
て
め
初

跡
軌
の
生
人
と
学
文
た
い
築
が
婦
夫

表
代
集
編

  

美
久
見
逸

　
晶
子
以
上
の
実
力
が
あ
り
な
が
ら
晶
子
の
よ
う

な
多
作
の
人
に
な
れ
な
か
っ
た
の
は
、鉄
幹
に
対
す

る
誤
解
や
嫉
視
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。し
か

し
晶
子
の
多
作
の
陰
に
は
、生
活
の
た
め
に
鉄
幹

の
ど
れ
程
の
協
力
が
成
さ
れ
て
い
た
か
、時
に
は
代

筆
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、全
集

を
通
し
て
痛
感
さ
れ
た
。特
に
古
典
に
関
し
て
、夫

婦
合
作
と
思
わ
れ
る
節
も
あ
っ
た
。

　
才
能
に
恵
ま
れ
た
夫
婦
の
全
作
品
が
年
代
毎
に

網
羅
さ
れ
た
こ
の
全
集
に
よ
っ
て
、二
人
が
築
い
た

文
学
と
人
生
の
奇
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。生
前
中
も
死
後
も
鉄
幹
に
対
し
て
、は
し
た

な
い
風
評
が
飛
び
交
っ
て
い
た
が
、こ
の
全
集
に

よ
っ
て
鉄
幹
の
生
き
方
、文
学
に
対
す
る
真
摯
な

姿
勢
が
正
確
に
把
握
で
き
、夫
婦
の
多
面
的
な
あ

り
方
を
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
全
集
は『
み
だ
れ
髪
』出
版
百
年
に
当
た
る

二
〇
〇
一
年
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
。鉄
幹
の
作

品
か
ら
始
ま
り
、晶
子
と
の
恋
愛
、結
婚
、そ
し
て

「
明
星
」発
展
に
寄
与
し
、多
く
の
作
品
を
共
に
築

き
あ
げ
て
き
た
二
人
の
全
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
。

全
て
の
作
品
数
は
合
著
も
含
め
て
、明
治
期
に
鉄

幹
九
冊
、晶
子
十
五
冊
。大
正
期
に
鉄
幹
四
冊
、晶

子
三
十
三
冊
。鉄
幹
は『
鴉
と
雨
』（
大
四
）で
単
独

の
著
作
は
終
わ
る
。昭
和
期
は
鉄
幹
三
冊
、晶
子

十
冊
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
晶
子
の
著
作
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、拾
遺
篇
で
は
鉄
幹
の
作
品
は
か
な
り
多
い
。

自
伝
的
、ロ
マ
ン
的
、写
実
的
な
小
説
や
古
典
作

品
、時
局
に
関
す
る
評
論
、詩
や
歌
な
ど
な
ど
に
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
鉄
幹
の
一
面
が

こ
の
全
集
に
よ
り
興
味
深
く
鑑
賞
さ
れ
理
解
で
き

る
。前
記
の『
鴉
と
雨
』は
自
費
出
版
で
あ
り
、そ
の

巻
末
に「
巴
里
に
行
っ
て
自
分
は
新
生
の
喜
び
を

知
っ
た
。自
分
は
次
い
で
巴
里
雑
詠
一
巻
を
出
す
で

あ
ろ
う
」と
自
ら
予
定
し
て
い
た
が
出
版
さ
れ
な

か
っ
た
。

〉
集
全
婦
夫
〈の
初
邦
本

』
集
全
子
晶
野
謝
与
『な
的
定
決

載
掲
品
作
録
収
未
の
集
全
の
て
つ
か

引
索
句
各
の
歌
る
め
究
を
細
詳

篇
遺
拾 与

謝
野
鉄
幹（
寛
）と
晶
子
の
創
作
活
動
は
、別
々
に
鑑
賞
・
研
究
し
た
の
で
は
正

し
く
見
え
て
こ
な
い
。た
が
い
に
影
響
し
合
い
作
っ
て
い
っ
た
作
品
群
の
全
貌
を
把

握
す
る
た
め
に
、編
年
体
に
し
た
初
め
て
の「
夫
婦
の
全
集
」で
あ
る
。

寛
の
全
集
は
こ
れ
ま
で『
与
謝
野
寛
短
歌
全
集
』し
か
な
か
っ
た
。本
全
集
は
鉄
幹

（
寛
）の
漢
詩
か
ら
始
ま
り
、二
人
の
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
。拾
遺
篇
も
含
め
て

寛
の
全
作
品
を
収
録
し
た
本
全
集
は
、か
つ
て
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
寛
の
全
貌

を
は
じ
め
て
示
す
も
の
で
、今
後
の
研
究
に
貢
献
し
得
る
と
言
え
よ
う
。

旧
来
の
晶
子
全
集
で
は
、共
著
の
作
品
は
晶
子
の
作
品
の
み
の
掲
載
で
あ
っ
た
。

ま
た
原
本
が
詩
歌
集
で
あ
っ
て
も
詩
と
歌
を
分
け
て
ま
と
め
て
い
た
。し
か
し
本

全
集
は
あ
く
ま
で
原
本
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
。

晶
子
の
古
典
現
代
語
作
品
を
す
べ
て
収
録
。す
で
に
遺
稿
集
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
晶
子
の『
白
桜
集
』に
加
え
て｢

与
謝
野
寛
遺
稿
集
」も
第
三
十
一
巻
に
入
れ

た
。ま
た
容
易
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
晶
子
の『
女
子
作
文
新
講
』も
収
め
た
。な
お

『
満
蒙
遊
記
』に
は
旧
満
州
の
当
時
の
写
真
四
十
八
葉
も
入
れ
た
。

「
全
歌
集
五
句
索
引
篇
」と
は
、二
人
の
全
歌
の
第
一
句
か
ら
第
五
句
ま
で
の
各
句

の
索
引
の
こ
と
で
あ
る
。二
人
の
歌
集
以
外
に
例
え
ば
山
川
登
美
子
、増
田
雅
子
と

の
共
著『
恋
衣
』な
ど
三
人
の
歌
の
各
句
索
引
も
つ
け
た
。本
索
引
に
よ
っ
て
、は
じ

め
て
寛
と
晶
子
の
全
歌
集
、共
著
歌
集
の
歌
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
。

「
拾
遺
篇
」は
す
で
に
刊
行
し
て
き
た
単
行
本
に
洩
れ
た
作
品
群
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に

年
代
順
に
並
べ
る
。書
誌
・
年
譜
を
掲
載
。



鉄
幹
晶
子
全
集

容
内
巻
各

9 

へ
み
る
明

子
晶
（

　

）
説
小
編
長

 

へ
秋
り
よ
夏

子
晶
（

　

）
集
歌
詩

10 

り
よ
里
巴

子
晶
・
寛
（

　

）
集
文
行
紀

 

夜
の
つ
八

子
晶
（

　

）
話
童

11 

訳
新

語
物
華
栄

 

巻
上

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

 

訳
新

語
物
華
栄

 

半
前
・
巻
中

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

12 

訳
新

語
物
華
栄

 

半
後
・
巻
中

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

 

訳
新

語
物
華
栄

 

巻
下

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

13 

花
の
ラ
リ

寛
（

　

）
集
詩
訳

 

集
歌
部
式
泉
和

子
晶
・
寛
（

　

）
訳
語
代
現

14 

草
ら
く
さ

子
晶
（

　

）
集
歌
詩

 

帳
記
雑

子
晶
（

　

）
集
論
評

 

雨
と
鴉

寛
（

　

）
集
歌
詩

 

川
ね
う
ね
う

子
晶
（

　

）
話
童

15 

う
や
り
作
の
歌

子
晶
（

　

）
論
評
歌

 

　

集
葉
朱

子
晶
（

）
集
歌

 

講
百
三
歌
短

子
晶
（

　

）
釈
評
歌
自

16 

て
し
と
女
び
及
人

子
晶
（

　

）
集
論
評

 

　

も
ろ
ご
舞

子
晶
（

）
集
歌
詩

  

　

記
日
部
式
紫
訳
新

記
日
部
式
泉
和
訳
新

子
晶
（

）
訳
語
代
現

Ⅰ
篇
期
正
大

             4 

夏
常

子
晶
（

　

）
集
歌

姫
保
佐

子
晶
（

　

）
集
歌

聞
相

寛
（

　

）
集
歌み

ふ
の
子
女

子
晶
（

　

）
書
引
手
簡
書

5 
葉
之
檞

寛
（

　

）
集
歌
詩

ぎ
と
お

し
な
ば

女
少
年
少

子
晶
（

　

）
集
話
童

集
泥
春

子
晶
（

　

）
集
歌

6 

り
よ
隅
一

子
晶
（

　

）
集
論
評

波
海
青

子
晶
（

　

）
集
歌

ろ
い
ろ
い
の
雲

子
晶
（

　

）
集
説
小
編
短

7 

訳
新

語
物
氏
源

 

巻
上

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

訳
新

語
物
氏
源

 

巻
中

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

8 

訳
新

語
物
氏
源

 

一
の
巻
下

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

訳
新

語
物
氏
源

 

二
の
巻
下

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

3 

扇
小

子
晶
（

　

）
集
歌

草
毒

子
晶
・
幹
鉄
（

　

）
集
文
歌
詩

衣
恋

子
晶
・
子
雅
・
子
美
登
（

　

）
集
歌
詩

姫
舞

子
晶
（

　

）
集
歌

華
之
夢

子
晶
（

　

）
集
歌

     

1 

北
南
西
東

幹
鉄
（

　

）
集
歌
詩

黄
玄
地
天

幹
鉄
（

　

）
集
歌
詩

子
幹
鉄

幹
鉄
（

　

）
集
文
歌
詩

2 

紫

幹
鉄
（

　

）
集
歌
詩

髪
れ
だ
み

子
晶
（

　

）
集
歌

要
大
歌
和
派
新

幹
鉄
（

　

）
集
文
歌
詩

木
れ
も
う

幹
鉄
（

　

）
集
文
歌
詩

篇
期
治
明



17 
草
然
徒
訳
新

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

 

　

か
る
む
求
を
何
等
我

子
晶
（

）
集
論
評

 
集
新
子
晶

子
晶
（

　

）
集
歌

18 
気
勇
び
及
性
理
、
愛

子
晶
（

　

）
集
論
評

 

へ
友
き
若

子
晶
（

　

）
集
論
評

19 

草
雑
頭
心

子
晶
（

　

）
集
論
評

 

す
ま
り
参
て
つ
行

子
晶
（

　

）
話
童

 

く
行
を
中
の
動
激

子
晶
（

　

）
集
論
評

20 

鳥
の
火

子
晶
（

　

）
集
歌

 

話
歌
子
晶

子
晶
（

　

）
論
評
歌

 

造
創
人
女

子
晶
（

　

）
集
論
評

21 

薇
薔
と
陽
太

子
晶
（

　

）
集
歌

 

拝
礼
間
人

子
晶
（

　

）
集
論
評

 

夢
の
草

子
晶
（

　

）
集
歌

22 

作
創
の
愛

子
晶
（

　

）
集
論
評

道
の
星
流

子
晶
（

　

）
集
歌

 

光
璃
瑠

子
晶
（

　

）
集
歌

 

く
書
に
砂

子
晶
（

　

）
集
論
評

Ⅱ
篇
期
正
大

       

            
32
全
歌
集
五
句
索
引
篇

23 

景
遠
の
心

子
晶
（

　

）
集
歌

雲
る
光

子
晶
（

　

）
集
論
評

歌
の
島
霧

子
晶
・
寛
（

　

）
集
歌

24 

講
新
文
作
子
女

 

一
巻

子
晶
（

　

）
書
導
指
文
作

講
新
文
作
子
女

 

二
巻

子
晶
（

　

）
書
導
指
文
作

講
新
文
作
子
女

 

三
巻

子
晶
（

　

）
書
導
指
文
作

25 

講
新
文
作
子
女

 

四
巻

子
晶
（

　

）
書
導
指
文
作

講
新
文
作
子
女

 

考
参

子
晶
（

　

）
書
導
指
文
作

講
新
文
作
子
女

 

級
上

子
晶
（

　

）
書
導
指
文
作

26 

記
遊
蒙
満

子
晶
・
寛
（

　

）
集
文
歌
詩

る
送
に
頭
街

子
晶
（

　

）
集
論
評

27 

れ
な
と
者
勝
優

子
晶
（

　

）
集
論
評

　
　

 

」
記
日
蛉
蜻
「

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

28 

訳
新
新

巻
一
第
語
物
氏
源

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

訳
新
新

巻
二
第
語
物
氏
源

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

29 

訳
新
新

巻
三
第
語
物
氏
源

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

訳
新
新

巻
四
第
語
物
氏
源

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

30 

訳
新
新

巻
五
第
語
物
氏
源

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

訳
新
新

巻
六
第
語
物
氏
源

子
晶
（

　

）
訳
語
代
現

31 

集
歌
稿
遺
寛
野
謝
与

寛
（

　

）
集
歌

集
桜
白

子
晶
（

　

）
集
歌

篇
期
和
昭

朝
安
平

　記
日
流
女

5678
拾
遺
篇―

詩

鉄
幹
の
漢
詩
か
ら
晶
子
の
散
文
詩
ま
で
、単
行
本
未
収
録
の
詩
作

品
を
掲
載
。ふ
た
り
の
作
品
を
完
全
な
発
表
順
で
配
列
し
た
。主

な
収
録
作
品
は
寛
の「
海
内
詩
媒
」（
漢
詩
）「
爆
弾
三
勇
士
」、晶
子

の「
防
空
演
習
の
夜
」な
ど
。

拾
遺
篇―

明
治
期
短
歌

ふ
た
り
が
発
表
し
た
膨
大
な
短
歌
の
う
ち
、各
紙
誌
に
発
表
さ
れ

単
行
本
に
収
め
ら
れ
な
かっ
た
も
の
を
網
羅
。

拾
遺
篇―

大
正
期
短
歌
　
上

拾
遺
篇―

大
正
期
短
歌
　
下

拾
遺
篇
　
昭
和
期
短
歌
　
上

拾
遺
篇
　
昭
和
期
短
歌
　
中

拾
遺
篇
　
昭
和
期
短
歌
　
下

拾
遺
篇
　
書
誌
・
年
譜

別
　
巻

1234



一． 。たし録収に順年行刊に心中を作著たっなに本行単の子晶・）寛（幹鉄野謝与 
二． 。たし用使を本版初の品作各てしと則原はに本底 
三． 。ため改宜適は字漢、がるすとり通本底は文本 
四． 。たし示を在所の出初はに文散、し付を異校な細詳はに詩・歌短 
五． 。たし付を題解はに末巻各

はに篇文本
 

六． 。たし施を引索句五の集歌全

編集方針

し
ら
玉
と
名
づ
く
る
塔
に
斎
け
る
も
し
ら
玉
な
ら
ず
尖
る
砲
弾

諸
友
と
星
が
浦
に
会
す
る
こ
と
両
度
な
り

星
が
浦
海
の
あ
か
り
の
ほ
の
か
に
も
並
木
と
砂
に
あ
り
て
夜
と
な
る

星
が
浦
銀
の
器
の
は
こ
ば
れ
し
夜
食
の
卓
に
ひ
び
く
浪
音

旅
に
し
て
語
れ
ば
好
し
や
星
が
浦
ホ
テ
ル
の
宵
の
う
ら
寒
き
に
も

ホ
テ
ル
の
み
白
く
浮
び
て
星
が
浦
を
ぐ
ら
き
方
に
夕
浪
の
鳴
る

し
ば
ら
く
は
旅
を
忘
れ
て
美
く
し
き
星
が
浦
わ
の
砂
を
踏
む
か
な

黄
海
の
ほ
と
り
我
が
来
て
立
つ
磯
に
青
き
斑
を
置
け
る
若
草

遠
く
来
て
我
が
思
ふ
こ
と
静
か
な
り
あ
け
ぼ
の
の
浜
た
そ
が
れ
の
浜

蒙
古
よ
り
狗
の
ご
と
く
に
吠
ゆ
る
風
岬
に
あ
り
て
暗
き
磯
か
な

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）詞
書

ま
で
な

し

⑷
並
木
と
沙
に（
添
書
）諸
友
と
星
が
浦
に
て

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

添
書

ま
で

と
同
じ

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）⑷
星
が
浦
な
る

⑸
沙
を
踏

か
な

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

与
満
蒙
遊
草（
昭
和
三
年
五
月
六
月
）初
版
同

満蒙の歌

163

五
句
の
な
か
、何
句
目
か
を
示
す
。

こ
こ
で
は
四
句
目
。

本
全
集
に
付
与
し
た
歌
番
号
を
示
す
。

収
録
作
品
名
を
示
す
。

こ
こ
で
は『
白
桜
集
』。

「
鉄
幹
」「
晶
子
」「
そ
の
他
」の

五
句
す
べ
て
を
抽
出
し
、

五
十
音
順
に
配
列
。

詳
細
な
初
出
、校
異
情
報
を
付
し
た
。

全
歌
に
歌
番
号
を
付
し
、

索
引
と
の
対
応
を
容
易
に
し
た
。

本
文
は
初
版
本
に
従
い
、読
み
や
す
さ
を

考
慮
し
て
漢
字
を
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

索
引
篇

本
文（
歌
集
）

組
見
本



1

2

拾遺篇―詩

拾遺篇―明治期短歌

ISBN978-4-585-01087-6

7

8
拾遺篇　書誌・年譜

ISBN978-4-585-01093-7

拾遺篇　昭和期短歌 下

ISBN978-4-585-01092-0ISBN978-4-585-01086-9
4

5
拾遺篇　昭和期短歌 上

ISBN978-4-585-01090-6

拾遺篇―大正期短歌 下

ISBN978-4-585-01089-0

6
拾遺篇　昭和期短歌 中

ISBN978-4-585-01091-3
3
拾遺篇―大正期短歌 上

ISBN978-4-585-01088-3

31
与謝野寛遺稿歌集
白桜集
ISBN978-4-585-01084-5

東西南北／天地玄黄
鉄幹子
ISBN978-4-585-01054-8

紫／みだれ髪
新派和歌大要／うもれ木
ISBN978-4-585-01055-5

小扇／毒草／恋衣
舞姫／夢之華
ISBN978-4-585-01056-2

常夏／佐保姫／相聞
女子のふみ
ISBN978-4-585-01057-9

檞之葉／おとぎ
ばなし少年少女

春泥集
ISBN978-4-585-01058-6

一隅より／青海波
雲のいろいろ
ISBN978-4-585-01059-3

源氏物語 上巻
源氏物語 中巻

ISBN978-4-585-01060-9

源氏物語 下巻の一
源氏物語 下巻の二

ISBN978-4-585-01061-6

1

2

3

4

5

6

7

8

新訳
新訳

新訳
新訳

全歌集五句索引篇
ISBN978-4-585-01085-2 

32

25
／女子作文

27
優勝者となれ
　　『蜻蛉日記』
ISBN978-4-585-01080-7

28
新新訳源氏物語 第一巻
新新訳源氏物語 第二巻
ISBN978-4-585-01081-4

29
新新訳源氏物語 第三巻
新新訳源氏物語 第四巻
ISBN978-4-585-01082-1

30
新新訳源氏物語 第五巻
新新訳源氏物語 第六巻
ISBN978-4-585-01083-8

平安朝　
女流日記

新講参考／女子作文新講上級
ISBN978-4-585-01078-4

26
満蒙遊記
街頭に送る
ISBN978-4-585-01079-1

23
心の遠景／光る雲
霧島の歌
ISBN978-4-585-01076-0

24
女子作文新講巻一／女子作文
新講巻二／女子作文新講
ISBN978-4-585-01077-7

女子作文新講巻四

9
明るみへ
夏より秋へ
ISBN978-4-585-01062-3

10
巴里より
八つの夜
ISBN978-4-585-01063-0

11
新訳栄華物語 上巻
新訳栄華物語 中巻・前半
ISBN978-4-585-01064-7

火の鳥／晶子歌話
20 女人創造

ISBN978-4-585-01073-9

22
愛の創作／流星の道
瑠璃光／砂に書く
ISBN978-4-585-01075-3

21
太陽と薔薇／人間礼拝
草の夢
ISBN978-4-585-01074-6

17
新訳徒然草／我等何を求む
るか／晶子新集
ISBN978-4-585-01070-8

18
愛、理性及び勇気
若き友へ
ISBN978-4-585-01071-5

19
心頭雑草／行つて参ります
激動の中を行く
ISBN978-4-585-01072-2

12
新訳栄華物語 中巻・後半
新訳栄華物語 下巻
ISBN978-4-585-01065-4

13
リラの花
和泉式部歌集
ISBN978-4-585-01066-1

14
さくら草／雑記帳
鴉と雨／うねうね川
ISBN978-4-585-01067-8

15
歌の作りやう／朱葉集
短歌三百講
ISBN978-4-585-01068-5

16
人及び女として・舞ごろも
新訳紫式部日記・新訳和泉式部日記
ISBN978-4-585-01069-2
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